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マイマイガ性誤引物耳の再検討

GypsyMothSexAttractants:AReinvestigation.

M.Jacobson,M.Schwar2;andR.M.Waters,

J.Eco〃.Entom07.,63,943(1970).

マイマイガ (Thegypsymoth)PorihetrEadl'sz･ar

(L.)の雌成姐 部より畔離された性誘引物質 gyptol

は Ⅰ(n-5)の川辺であること,
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および.その次訪三助18の同族体gyplure(I,n-7)ち

ricinoleylalcoholから合成され,gyptolとほぼ同じ

誘引比を示すことを先にJacobsonらが紐告した.そ

の後,大皿に合成されT:gyplureが野外試験におい

て誘引比を示さない郡例も指摘された. また,Eiter
らによって合成されたgyptolや gyplureはいずれも

誘引比のないことが報告された.さらに,gyplureの

紺J亡･]クロマトグラムではgyplureのRf値より低いと
ころがttJl:他を示すコ.]f天などが判明してきた.そこで,令

帆 gyplureを前回と異なって,出発材料にricinoleyl

alcoholを班わない別の経路によって合成し,Ⅰ式 (n

-7)の梢迫に一致するけれどもまったく誘引性のない

ことを確認した.したがって,前回の合成 gyplureに

はTiTl料の ricinoleylalcoholに誘引性のある物質がも

ともと合イすされていろか.あるいは,合成のうちに,

たまたま裾引比のある物矧 こ変化する前駆物質が含ま

れていたかのどちらかであろうと考えられる.

つぎに.故咋前に雌脱却より柑即された gyptolは

別7LIでも溺引性を示すことが碓認された.しかし.こ

れも別の2つのbt･なる経路でそれぞれ合成 された

gyptolはいずれも誘引性を示さない. したがって.

JRに gyptol(Ⅰ,n-5)をマイマイガの性誘引物質とし

たのは.Ttりであろと結論される.今回,あらためてつ

ぎの3Jこくが椛認された.(1)gyptolそのものは雌腹部

に相当Iritll.I-lEすること. (2)-flの誘引物矧 ま前回のガ
スクロマトグラフの条件下でも安定で変化しないこと.

(3)gyptolより知い保持時間で田山すること.したが

って,マイマイガ雌の性誘引物矧 まgyptolではなく,

それより含量の少ない械性の低い他の化合物で,予鵬

試験の結果から,塩基性加水分解,オゾン酸化.抜触

還元でも活性を失わず,酸性加水分解やLiAIH一辺元

で活性を失うところの官能進の比較的少ない川辺のも

のと推定される. (探Wi3 浩)

cis-ll-TetradecenylAcetate;アワノメイガの

性刺激物質

cis-ll-TetradecenylAcetate,aSexStimulant

oftheEuropeanCornBorer.∫.A.Klun.&

T.A.Brindley.I.Econ.Entom01.,63,779
(1970).

飼育して災めたアワノメイガ OsErinl'anubJ'latl.S

(Hiibner)の雌3千班を1,2-dichloroethaneに以71-i

抽出し,抽出物を -70oC下アセトンで分回し,括性

な可溶部を得た.この両分に以下に述べる化学反姑お

よびガスクロ(GC)分析を行ない,誘引物只の川辺を

Gis-ll-tetradecenylacetate(Gis-lltda)と推定し

た.臭素化により活性がなくなり脱臭宗化により再生
することおよび努水分解すると活件がなくなり.それ

をアセチル化すると再生すること,したがって性誘引

物空勤ま不飽和アルコールの酢酸エステルと考えられた.

また5%SE-30および 4%carbowax-20M カラムを

用いてGC分析を行ない,溶出物や分取し,各画分の

生物試験を行なって性誘引物質の保持時間 (Rt)を測

定した.一方向-条件下で18樫のアルコールアセテー

トおよび類紹化合物のRtを測定した.その締出SE-

30カラムで性誘引物質の炭素数は14であること.

Carbowax-20M カラムから,二韮結合の位mと Rt

の相関を考はして,二韮結合は 1桐で, 位班は ClO.
Cll,C12,C13位のいずれかと推定された.そこで当該

アルコールの酢酸エステルを合成し.牧村したところ.

cis-ll-tdaがGC分析で天然物と同一Rtを示し.独

力な活性 (5×10110g)を示した.以上の鮎氷を確認す

るため目下16万頚の雌蛾を用いて天然物の111縦を行な

っている.cis-ll-tdaはハマキガの一球ArgJOtaen1-a

veLuh'nana(Walker)の性誘引物質としてすでに知ら

れており,分校上全く只なる科に属した二種の蛾がrl匂

･一物矧 こ対して性誘引物質としての反応を示すことが.

はじめて示されT=. (桑原陳il三)

昭和45年8月25日 印刷 昭和15年8月31先行

防虫科学 第35巻-1ⅠⅠ定価 ¥500.
佃入金Å年1000円 団体金員年2000円 外国会員年U.S.$6

主 幹 武 居 三 吉 点集者 石井象二郎
京斗市左京区北白川 京都大学農学部

発行所 財団法人 防 虫 科 学 研 究 所
京都市左京区吉田本町 京都大学内
く振替口座.京菰5899)

印刷所 昭 和 印 刷
東萩市下京区托代通七生下ル

124


